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ンザルは激減を免れえたか｡ 1.企粒難は東北北

部ほどではなく狩訓他 存は桂皮だった.2.南瓜

招郡志が ｢仏法信仰の結果総べて生物を殺すを殺

生といひて卑み従って内研を企ひ皮頬を取扱ふは

椀多の印としてこれを嫌忌せり｣などと述べてい

るように宗教上の禁忌や蔑視が存在した｡これら

のことが要因となり狩猟圧を低め,結果としてサ

ルは.広範凹な絶滅を免れたと考えられる.

なお.柄雪に伴う生息上の制約はどの降雪地帯

においても見つけることはできなかった｡

計画 :2-1

ニホンザルのオスの集団問移籍と繋殖戦時

古市剛史 (明治学院大 ･一般教育)

屋久島西部林道地域において.入塁を施したオ

スの集B]間移和と社会行動についての調査をおこ

なった｡本年度は諸般の劉 削こより新たなオスの

マーキングは実施できなかったが,昨年度までに

マーキングを施した3群13頭のオスの動向を調査

した｡現在は,追跡調査を継続する一方で,これ

までに得られた'jl･-タの分析を進めているO

計画 :2-2

兼分析によるヤクザルの高度差による食性の比

較研究

大竹 勝 (日本モンキーセンター)

ヤクザルの野生群における高度差による食性の

迎いを明らかにするために,安房林道.矧 Il林道

真P.味林道における群れを梅岸域から上部1200m付

近まで分布状態を調査し.糞の収集を行ない水洗

乾燥後実体顕微鏡にて分析を行った.

上部域1000m以上の地域では,黒味林道で1群

を碓認｡荒川林道では高探小屋と新高塚小屋の間

で1群を確認｡安房林道では紀元杉上部で1群と

上郡域で確認された群れの数は少なかった｡

下部域は安房林道ヤクスギランド安房間で4群

を確認したが,黒味林薄では害獣駆除のシカ打ち

が行なわれていたため群れの確認はできなかった

が充の収-弟-は可能であった0

,.W.味林道上部域では近年群れの痕跡の減少傾向

がみられるが.今回は特に少なく.充の収-1kを10

個にとどまった.この林道では林難旭光が行なわ

れていないので原EEは別の要索によるものと考え

られる.下郡梅梓域におけるは古有区除との関迎で

群れの下郡への垂Cl移動も考えられるので今後調

杢を続行する必要がある｡

上郡域の群れの観察結果から見て.常緑広桑樹

の兼の採血が多いことは今までの調査と同じであ

るが,今B]所らしく確認された食物として･ヤ?
スギの雄花の採食は注目に値する.黒味林道1200

m地域で観察した群れで,多数の個体が雄花をつ

けたヤクスギに群がり雄花をむさぼり食う様子が

観察されたが,同時期に今まで観察された例はな

い｡糞分析でも過去には確認されていない｡新し

い食物への拡大と考えられる｡黒味林道で収集し

た糞にはいずれもスギの雄花が検出されたが葉の

部分は検出されていないことから雄花だけを採食

したものである｡今後秋から冬にかけて群れの過

疎化と食性についての調査が必要である｡

下郡域においては黒味林道ではあまり変化がな

かったが,安田林道下部の群れの糞からポンカン

の種子が検出されているが.損害による果樹園で

の採食なのか槻光客による給餌なのか塁が少なく

て断定はできない｡他の種子ではタイミンタチバ

ナ,イヌビワ.シラタマカズラなどの種子が検出

された.今回12月上旬の調査では上部域の糞の収

集が少なく.下部域との比較は充分ではない｡

計画 :3-1
ヒヒ放飼群におけるオス問の連合形成の要因と

結果の解析

広谷(喜藤)浩子 (神奈川県立博物館)

本研究はヒヒ頬のオス問迎合がどのような個体

間で形成され,どのような役割を果たすのかを明

らかにして,ヒヒ類全体のオス問関係の系吾削こつ

いて考察することを目的とする｡この節一段階と

してオス間交渉のあり方をアヌビスヒヒとマント

ヒヒで比較した｡

日本モンキーセンターのアヌビスヒヒ放飼群 (

40頭)で予僻的に観察した後に,鹿児島市平川動

物公園のマントヒヒ放飼群 (29頭)を集中的に観

察した｡マントヒヒの群れは,オトナオス13,オ

トナメス8,コドモ6.赤ん坊 2でオトナオスに

若干偏る梢成であった｡ハレムは4つあり,うち

2つはベア型であった｡

マントヒヒのオス問交渉は以下のような特徴を

持つ｡ 1.音声を伴う接近,尻や生殖器の接触.
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